
件 名 
令和６年度 第 2回 

福井市障がい者自立支援協議会 就労支援部会報告書 

日 時 令和 7年 2月 6日（水）14:00～16:00   会  場 宝永公民館 3Fホール 

出席者 別紙参照（敬称略） 

欠席者 冨田委員、岡田委員 

協議事項 

報告事項 

１． 令和６年度の取組報告 

（１） 報酬改定にかかる制度研修会 

（２） 特別支援学校実習の日程共有 

（３） 就労支援事業所等合同説明会   資料１ 

（４） 就労支援事業所総合交流会     資料２ 

（５） 就労支援ガイドブックの更新     資料３ 

２． 就労支援事業所アンケート        資料４ 

３． 令和７年度の取組内容(案)        資料５．６ 

報告事項 

 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 令和６年度の取組報告 

(１)報酬改定にかかる制度研修会 

〔中谷部会長〕 

4/17に開催し、第 1回部会にて報告した為、詳細は割愛する。 

（２）特別支援学校実習の日程共有 

特別支援学校の実習日程を調査し、回答内容を第１回部会にて報告した。就労支援事業所をは

じめ、全ての障がい福祉サービス事業所に共有した。 

（３）就労支援事業所等合同説明会 

 資料１参照 

〔吉田委員〕 

来場者数は去年の 150 名から 200 名だったが、１ブース当たりの来場者が昨年と同じか少なく

感じた。スタンプラリー等、１人の人が複数の事業所を回る仕掛けが必要ではないかと思った。来

年度は準備を春から始め、日時だけでも先行して案内すれば、来場者数を増やせるという意見

もあった。これらの反省点を生かし、来場者数だけではなく参加事業者も増え、更によい合同説

明会が開催できるよう努めたい。 

（４）就労支援事業所総合交流会 

資料２参照 

〔藤野委員〕 

・参加された方は普段研修等に参加される機会が少なく、第１部の卓球バレー開始時は緊張して

いたようだったが、徐々に会場からも笑い声が聞こえ、好プレーに喜んだり拍手を送る等楽しく協

議に取り組め、いいアイスブレイクになった。 

・第二部の GW では若手の交流を目的としていた為１部とグループを変え、より多くの参加者と

交流できるようにし、話しやすい雰囲気が作れるようグループに部会委員や事務局がファシリテ

ーターとして参加した。 

・多くの参加者が交流の場を持ちたいと思っていたことがよく分かった。また、社会資源に触れる

ことができ良かった。３年目以降の職員や管理者向けのプログラムを用意し、参加しやすい日程

を組み、今後も継続して交流会を実施したいと思っている。そのことにより、支援の質の向上や離

職防止に繋げていきたい。 

（５）就労支援ガイドブックの更新 

資料３参照 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

就労支援ガイドブックについて、例年通りに更新作業を行う旨を報告していたが、部会長や部会

委員と協議し、掲載方法を見直すことにした。これまではワードの様式を各事業所に記載してもら

い、PDF形式で福井市のHPに掲載していた。写真等自由に搭載できる一方で、PDF形式では

項目の検索が不可能な為、不便であるとの意見もあった。今年度はMicrosoftfoamｓの機能を

活用し、各事業所にはウェブ上で必要事項に回答してもらい、データを抽出できるように変更し
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ている。必要に応じて、事業所情報を印刷できるように編集を行う予定。現在、就労事業所から

の回答を集めている段階。年度末までに完成し、市のＨＰに掲載できるように進めている。 

〔清水委員〕 

検索機能が付くのはいいと思う。 

〔山内委員〕 

いつもガイドブックを参考にしている。項目ごとの検索ができるとの事で、活動の幅が広がると思

う。 

〔分野委員〕 

編集後、最終どのような形で見れるのか？ 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

現在の PDF形式と同じような形で掲載できるよう進めている。 

（６）就労支援事業所アンケート 

別紙４参照 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

今回のアンケートを参考にし、来年度以降の企画や周知方法に反映させたい。アンケートについ

て、まだ回答していない事業所にも呼びかけを行い、全事業所から回答を頂けるよう進めていき

たい。 

〔堂本委員〕 

当センターでも一般就労に向けた就労支援をテーマにした研修等を行っている為、アンケート結

果を参考にしたい。当センターの研修に参加された方へのアンケートで、就労選択支援や福祉制

度についての勉強会があるといいという声が聞かれる。選択支援は職業センターで企画できな

い為、自立支援協議会で開催してもらえるとありがたい。 

〔足田委員〕 

・日程が合わないといった回答が多かったが、毎年日程が変わることが要因ではなかったかと思

う。今回、雇用促進月間に合わせた。今後もワークフェアと合同開催すれば予定が立てやすく、認

知度や参加率の向上につながると思う。できれば、部会委員は１ブース、難しければ２．３事業合

同で出してもいいと思う。また、特別支援学校は１F で販売をやっている為大変だと思うが、幹事

校ではない学校に声を掛けてもらい活動の発表をしてもらってもいいと思う。 

・アンケートに関して、回答率が６割しかない。また、回答するのはサビ管や管理者であり、一般職

員ではないと思う為、そこを含めると関心があるのは数％になると思う。その為、職員の交流会を

企画し、結果好評だった。他事業所への見学・体験ツアーでもいいと思っている。日々の業務に

忙殺されてしまう為、この会がますます発展するよう、当事者意識や参加意識を強く持ち活動し

てもらえたらと思う。 

●ワークフェアの意見交換 

〔分野委員〕 

ふっとわーくとして、特別支援学校より一般高校の方が今年ははるかに相談が多かった。また、中

学校の生徒からの相談もあった。クローズで就労していく以外の将来の選択肢を、本人も家族も

先生も知らないことが多い。特別支援学校以外の学校への周知もあるといいと思う。 

〔障がい福祉課濱口氏〕 

合同説明会の周知は高校の方にもしていった。直接広報しないと繋がれない課題がある。福井

市の学校に関しては、市の学校教育課と連携すれば周知されるのだが、県になると県の高校教

育課管轄になり、一斉周知が難しいとの回答だった。その関係で、直接問い合わせフォームに問

い合わせないといけなかった。市として、県に依頼はしている。今後も高校の方に周知はしていき

たいと思っている。 

〔足田氏〕 

そういった子たちは、大勢が集まる会場に来れるのか？会場に来れなくても、訪問した際に「こう

いった会があった」とお知らせするのもいいのではないかと思ったがどうか？ 

〔分野委員〕 

福祉的就労を希望している方の相談が多い為、そういった方だと参加できると思う。本人・家族

が障がいの受け入れが出来ておらず、どう繋げていったらいいのかと学校の先生から相談を受



 

 

 

 

 

 

 

 

意見 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

 

 

回答 

 

 

 

質問 

 

回答 

 

 

 

 

意見 

 

 

 

 

 

 

質問 

 

回答 

 

 

 

意見 

 

 

 

 

 

 

 

ける。本人、家族の理解が得られていない方は確かに参加は難しいと思う。 

〔障がい福祉課濱口氏〕 

障がい認識がなくなかなか繋がらないケース、家族の協力が得られないようなケースはあると思

う。そのような家庭に対し、行政や地区相談と連携しながら個別で対応するケースもある。発信す

る点に関して、広く発信する事に課題がある。市や県の教育委員会の考えが大きく反映している

為、チラシで直接的に本人の手に届くようにしたいと思っていても叶わない場合もある。行政とし

ては、学校に在籍している方に対しては、学校を通じて等、横の連携で対応している所ではある。

個別の事案に関しては、今後も個別に対応していくしか伝わっていかないと思っている。 

〔足田氏〕 

当事業所の手帳の保持率が６０数％。３０%程は保持していない。そういった所からも家族に理

解が得られていないのかと思っている。手帳を保持していないとサービスを利用できないと思っ

ている方も多い為、この先どう生きていったらいいのか分からない方に、計画相談や個別支援計

画をつけ、「何を目標に生きていくかを決める」というのが福祉就労の本質ではないかと感じてい

る。障がいや病気があるから利用するのではなく、人生の道筋の絞り込みを手伝うのが支援のテ

ーマだと思っている。今回の合同説明会をきっかけに、そういった部分への啓発になったらいいと

思う。 

〔中谷部会長〕 

福祉就労の説明を聞くのを目的に来場された方が多いと思うが、その中でハローワークのブース

に相談に来られた方がいたと思うが、どういった相談に来られたのか？ 

〔加藤委員〕 

ご自身で情報を見聞きして来場したが、一般企業への就労にも興味があり、自分には出来るの

か迷われている方が来られた。就職先を案内するというよりも、いろんな悩みを抱えている方に

対して一般就労と福祉的就労の違いなどについて、ガイダンス的に案内する時間だった。 

〔中谷部会長〕 

求人票を見れるようなものはあったのか？ 

〔加藤委員〕 

特定の求人票を案内することはなかったが、ハローワークインターネットサービスに掲載されてい

る求人票の案内をした。その中で「こんなに求人があるのか」と感じていた方もいた。また、すぐに

就職という選択以外にも、一般の職業訓練や障害者専用の職業訓練があることを説明したとこ

ろ、関心を持たれる方もいた。 

参加事業者アンケートの中で、「一般企業の方が仕事をしてもらえそうな事業所を探していると

来られていた為、そういう方面にも告知するのもいいのではないか」というコメントを見て、自身

もすごくいいと思った。事業所の方に障害者雇用の関係で訪問すると、「障害者雇用はしない」と

いう事業所はないが、勉強する機会や意見交換する機会を欲している所が多い。まずはこういっ

たイベントを知り、足を運んでもらうといいと思う。企業にも知ってもらい、仕事してもらえそうな

所と巡り合い、施設外就労として場を提供してもらう等の繋がりが持てると、企業にも認知を拡

げてもらうことができ、利用者の選択肢も拡がるのではないかと思う。その延長線上に一般就労

への移行があると思う。ただ、福祉的就労を目的として来られた方が相談しにくくなる状況は避け

たいため工夫は必要と思われる。ちなみに、仮にこういった取組みをする場合、就労部会として企

業にアナウンスをするにはどういったルートがあるのか？ 

〔朝岡委員〕 

県が運営している２９１ジョブズがある。 

〔加藤委員〕 

ただ福祉的就労目的で来られた方が相談しにくくなる状況は避けたい。 

〔足田委員〕 

一般企業にも周知し来場してもらうというのは、県がやっていた商談会のようなイメージか？確

かに、利用を考えている方と一般企業の方が一緒に来場すると混乱してしまう為、午前に利用を

考えている方、来場者数が少なかった午後に企業向けに事業所を PRする形もいいと思う。現在

B型事業所が増え、内職の奪い合いのような形になっている。そのことにより単価が下がってしま

い、工賃の向上が難しくなっている。一定数の手作業や内職業務を求めている会社、雇用を前向

きに考えている会社、施設外就労を検討している会社もあると思う。やはり、一番の送り出し先は
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施設外就労先にそのまま雇ってもらうことが多い。何かきっかけになる、更にいい会になればい

いと思う。 

３．令和７年度の取組内容(案) 

〔中谷部会長〕 

現在、就労支援部会では制度研修や合同説明会、総合交流会などを中心に活動している。しか

し、他の部会と比べると部会員同士で協議する時間が限られているという課題がある。地域課題

についての協議を取り入れることで、就労支援部会の活性化を図りたいと考えている。そこで、新

たな形態として、少人数の WG を編成し、意見交換や企画準備を進める仕組みを導入する事を

検討している。これにより、各メンバーがより主体的に関わりながら、部会の取組を整理し、運営

の見通しを持つことが可能になる。この取組を１年かけ整え、令和８年度に向け新しい部会員への

円滑な引継ぎが出来るよう準備を進めて行きたいと考えている。 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

予め部会長と協議をした上で、今回案として提示する。来年度は任期最後の年となる為、これま

での部会運営に加え、令和８年度以降の部会体制の整備に向けた取組を行っていきたいと考え

ている。 

資料５参照 

令和８年度以降の体制については、全体会・運営会議において、就労を含むすべての部会に関し

ても見直しが協議されることとなる。部会としても体制、役割の整理を行うことが見込まれる。 

資料６参照 

令和８年度以降の体制整備に向けた協議が必要となる為、年２回だった部会開催を年３回として

いる。直近の企画だと、仮で４月に制度研修を予定している。研修会では、令和７年１０月から就

労選択支援に関する情報共有を行うことを検討しており、こども部会からも合同で研修できない

かとの声を聞いている。就労選択支援については、１月末に国の方針が発表され、４月以降に具

体的にマニュアルが発信される見込みとなっている為、国の動向を見ながら日程調整をしたいと

考えている。また、チームに分かれての協議もしくは企画準備については概ね１カ月に１回程度、

そのような場が持てると望ましいが、業務の都合もあると思う為、オンライン会議やチャット・メー

ルでの会議なども含め、どのような形だと参加しやすいか等も意見をもらいたい。 

〔安部委員〕 

資料５の継続して取り組むことと、チームの企画とが重複しているのだが、どういった位置づけに

なっているのか？ 

〔障がい福祉課藤田氏〕 

今までは役員が中心となり企画していたが、来年度以降については事業所の方以外にも企画や

当日準備等、協力してもらえたらと思い入れさせてもらった。 

〔分野委員〕 

フットワークの役割的には、一般就労移行チームなのかと思うのだが、構成員は決定なのか？希

望調査はあるのか？ 

〔障がい福祉課濱口氏〕 

人数の兼ね合いもあり、割り振りをし案として出した。年度内に意見を頂けたら、調整できる。 

〔堂本委員〕 

一般就労移行チームの企画の一般就労移行研修は、他のチームと違い既存の企画ではないと思

う。継続して取り組むものは、取り組み主体が明記されているが、この企画はどこが主体になるの

か？またWGの動き出しの時期の想定はあるのか？ 

〔障がい福祉課濱口氏〕 

相談しながら、取り組み自体は共同でやることになると思う。動き出しに関して、４月の制度研修

に関しては b チームの事業所中心に動くことになると思うが、それ以外は第１回部会後に動き出

す形になると思う。 

〔田中委員〕 

福祉就労が定着してきている中でも、病気を抱え病院に来た人は一般就労へのこだわりや世間

体にこだわり、なかなか踏み出せない方が多くいる。将来的にどうしたいのか、自分の将来を組

み立てて考えるのが発病したての人は難しい。そういった所で保護者も先に進めず、受容できず
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に、就労の機会を逃し、ひきこもりになる現実があるのかと思う。それを何とかし福井市の就労を

盛り立てていこうと取り組んでいるのだと思うが、病院は入口のもっと前の段階。病院はどこの部

分で参加したらいいのかと悩ましいが、出来ることは協力したい。 

〔磯崎委員〕 

反省点として、合同説明会時にもう少し相談支援事業所の方が関わっても良かったのではない

かと思っていた為、地域連携チームに相談支援事業所を入れてもらいありがたい。 

〔障がい福祉課濱口氏〕 

部会員の負担を考えながら進めた方がいいと思う為、チーム構成や都合の付きやすい時間帯等

のアンケートをさせてもらう。 

〔足田委員〕 

案としてこのように取り組んでいくこととしては了解したが、組織体制図がないとイメージが沸か

ない。組織体制や協議会内の役割分担が明確でないと活動しづらい。支援の質向上チームの役

割は分かりやすいが、他のチームの役割がぼんやりしている。可能であれば４月にはっきりしたも

のが欲しい。また就労連絡会の話も聞いたが、任意団体と言われても分かりづらい。 

〔障がい福祉課濱口氏〕 

令和８年度の体制に向け、全体的に動いている旨を運営会議で報告した。案として部会の在り方

を新年度に運営会議や全体会で提示をする予定にしている。一般就労移行への話について協議

する場がもててないと部会長と話をしており、令和８年度の体制に向けたステップとして７年度を

踏んでいきたいということになった。来年度は部会を３回予定している。３回のうちの１回がワーキ

ングの１回として集まる形を想定している。部会員の負担にならないようにしたい為、意見が欲し

い。 

〔中谷部会長〕 

部会運営が自身は５年目になり、色んな方と横の繋がりができた。企画・勉強会を中心にやって

きたが、これから自立支援協議会の在り方が変わっていく。このメンバーで体制を作り上げてい

けたらと思っている。 

〔障がい福祉課濱口氏〕 

連絡会というワードが出た為、説明する。部会の中で今取り組んでいる企画は大事な取り組みだ

と思うが、課題についての協議の場が持てていない。企画を部会の中で担っていくことができる

のか？ということで、連絡会の立ち上げが必要なのではないかと意見が出た。ただ任意でやるべ

きことなのか等、８年度に向け検討し部会の在り方を整備したいと思っている。部会の下に紐づけ

体制図に落とすのか、連絡会から推薦された方が部会に参加し委員として繋がるのか等、協議し

ている最中である。また運営会議等で提示できればと思っている。 

 

以上 

次 回 
令和７年５月 

（場所）未定 

 


